
利き手で柄をしっかり握ります。<図2>

この度は、「Sairen(彩鎌）iタイプ」をお買い求めいただきあ

りがとうございます。この商品は従来の草刈鎌では刈りにくい

ブロック塀などの立ち上がりや目地（めじ）に生えた雑草の刈

り取り作業などに適した家庭菜園用の鎌です。ご使用の前には

この説明書をよく読んで、正しく安全にお使いください。

■鎌（かま）の持ち方

●刃を素手で直接触らないでくだ

さい。

●水に浸けたり、濡れたままにし

ないでください。

●火気に近づけないでください。

●振り回さないでください。

●子供の遊び道具にしないでくだ

さい。

●本書記載以外の用途では使用し

ないでください。

●使用前に刃こぼれやガタツキなどが無い事を確認して
からお使いください。

●刃あてのカバーをとります。<図1>

   購入時についている

透明カバーは販売時の

刃部の保護のためのも

のです。

　使用後は専用のカバー

をご使用ください。

異常を感じた場合は使用
を中止し、当社またはお
買い求めの販売店にご連
絡ください。
そのまま使用すると、ケ
ガや器具の損傷などの原
因となります。



●使い方-1<図3>
（ブロック塀などの立ち上がりに生えている雑草を取る場合）
1. 刃先を雑草の生えているブロックの立ち上がりに沿えます。
2. そぎ取るように刈り取ります。

●使い方-2<図4>
（目地などに生えている雑草を取る場合）
1. 刃先を目地に生えている雑草の根元に差し込みます。
2. 目地に沿って雑草をそぎ取るように引いて刈り取ります。

●使い方-3<図5>
（通常の草刈り鎌と同じように使う場合）
1. 片手で雑草をつかみます。
2. 刃先を雑草の根元にあて、引き切ります。

1. 使用後は刃・柄の水分や汚れを布でよく拭き取ります。
2. しつこい汚れは、たわしや柔らかい布を使い、水で洗い流します。
3. その後、水分を乾いた布でよく拭き取り、サビ止め油やミシン油な

どを刃部全体に塗ります。
4. 刃あてカバーを付けます。

■長期間使用しない場合
●お手入れ方法に従った後、カバー、布などで刃部全体を覆っ

て冷暗所などで保管してしてください。

Q : 込みが柄から抜け落ちてしまった。
Q : 刃が欠け、思うように切れなくなった。
Q : クビが変形してしまった。
A : 当社またはお買い求めの販売店にご連絡いただき修理など

のメンテナンスを行ってからご使用ください。

●サビを防ぐために、定期的にさび止め油または
ミシン油等を刃部全体に塗ってください。

●金属製のたわしや研磨材付のスポンジなどは使
用しないでください。キズなどによりサビの原
因になります。
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